
社会学者・東京大学名誉教授・認定NPO法人ウィメンズアクションネットワーク（WAN）理
事長

富山県生まれ。京都大学大学院社会学博士課程修了。社会学博士。平安女学院短期大学助教
授、シカゴ大学人類学部客員研究員、京都精華大学助教授、国際日本文化研究センター客員助
教授、ボン大学客員教授、コロンビア大学客員教授、メキシコ大学院大学客員教授等を経る。
1993年東京大学文学部助教授（社会学）、1995年から2011年3月まで、東京大学大学院人
文社会系研究科教授。2012年度から2016年度まで、立命館大学特別招聘教授。2011年4月
から認定NPO法人ウィメンズアクションネットワーク（WAN）理事長。第20−22期学術会
議会員。第23-25期日本学術会議連携会員。

専門は女性学、ジェンダー研究。この分野のパイオニアであり、高齢者の介護とケアも研究
テーマとしている。

1994年『近代家族の成立と終焉』（岩波書店）でサントリー学芸賞受賞。
2011年度、「朝日賞」受賞。受賞理由「女性学・フェミニズムとケア問題の研究と実践」
2019年、フィンランド共和国からHän Honours受賞（長年の男女平等への貢献に対する感
謝状）
2020年、「アメリカ芸術科学アカデミー会員」に選出される。

WAN URL https://wan.or.jp/

全日本民医連 第16回学運交実行委員会事務局
TEL：03 (5842) 6451 / FAX：03 (5842) 6460 

Eｰmail：min-gakuunkou@min-iren.gr.jp

全日本民医連第16回学術・運動交流集会（通称・学運交）は、応募演題につ

いて全日本民医連の各専門部でテーマごとに審査を終え、最終確認段階に入っ
ています。演題の採否はメールにて７月上旬までに各県連にお知らせします。

2023年６月24日発行【第11号】

2023年10月13日（金）～14日（土）in 石川
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↓事前学習におすすめの２冊です。


